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◎
機
構
変
更
等
に
つ
い
て

◇
組
合

県
内
の
米
軍
再
編
等
の

状
況
、
そ
の
他
部
隊
単
位
の
機
構

変
更
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
た
い
。

◆
局

在
日
米
軍
再
編
の
動
き
に

つ
い
て
は
、
キ
ャ
ン
プ
座
間
の
敷
地
南
側

の
五
・
四
ha
の
返
還
で
雇
用
へ
の
影
響
は

な
い
。

相
模
補
給
廠
は
任
務
指
揮
訓
練
セ
ン
タ
ー

の
完
成
と
鉄
道
・
道
路
用
地
二
ha
と
JR
相

模
原
駅
前
の
住
宅
地
区
十
五
ha
の
返
還
。

西
側
野
積
場
の
共
同
使
用
区
域
約
三
五
ha

も
返
還
に
む
け
協
議
中
で
あ
る
。

ま
た
六
月
二
十
日
、
陸
軍
人
事
部
か
ら

①
成
田
行
き
バ
ス
ド
ラ
イ
バ
ー
を
現
在
の

Ｄ
Ｏ
Ｌ
か
ら
十
月
一
日
付
で
Ｍ
Ｗ
Ｒ
へ
移

し
、
新
し
い
七
つ
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
の
う
ち

四
つ
を
Ｄ
Ｏ
Ｌ
所
属
従
業
員
か
ら
異
動
さ

せ
る
。
希
望
者
が
い
な
け
れ
ば
勤
続
年
数

の
短
い
者
か
ら
異
動
さ
れ
る
。

等
級
や
勤
務
地
の
変
更
は
な
い
が
Ｍ
Ｌ
Ｃ

か
ら
Ｉ
Ｈ
Ａ
へ
の
切
り
替
え
と
な
る
。

②
同
時
期
に
相
模
デ
ポ
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

部
門
も
Ｍ
Ｒ
Ｒ
に
移
す
こ
と
を
検
討
し
て

い
る
と
い
う
情
報
が
あ
っ
た
。

局
と
し
て
は
不
利
益
が
な
い
異
動
と
判
断

し
同
意
を
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
対
象

従
業
員
に
十
分
に
説
明
を
す
る
よ
う
に
要

請
し
た
。

◇
組
合

再
編
、
返
還
に
関
す
る
件
は
前

回
よ
り
進
展
が
な
い
。
②
だ
が
、
現
地
で

は
Ｉ
Ｈ
Ａ
で
は
な
く
Ｍ
Ｌ
Ｃ
の
ま
ま
の
異

動
と
い
う
説
明
が
あ
っ
た
と
思
う
が
こ
れ

を
確
認
し
て
欲
し
い
。

ま
た
、
相
模
デ
ポ
の
ラ
ン
ド
リ
ー
職
場
に

は
三
十
名
以
上
の
従
業
員
が
い
る
が
全
員

対
象
な
の
か
？

◆
局

Ｍ
Ｌ
Ｃ
か
Ｉ
Ｈ
Ａ
か
は
再
度
確
認

し
た
い
。
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
部
門
も
全
員
で

は
な
い
と
聞
い
て
い
る
が
、
こ
れ
も
併
せ

て
確
認
し
た
い
。

◇
組
合

不
利
益
は
な
い
と
い
う
話
だ
が
、

基
本
労
務
契
約
と
諸
機
関
労
務
協
約
と
は

別
契
約
で
あ
る
。
従
っ
て
当
人
へ
の
十
分

な
説
明
は
欠
か
せ
な
い
。
賃
金
だ
け
が
労

働
条
件
で
は
な
い
。

◎
自
然
災
害
発
生
時
の
従
業
員
の
安
全
確

保
対
策
、
避
難
訓
練
等
の
実
施
に
つ
い
て

◇
組
合

新
聞
に
よ
れ
ば
、
九
月
二
日
に

相
模
原
市
が
在
日
米
陸
軍
と
初
の
総
合
防

災
訓
練
を
実
施
す
る
予
定
と
の
こ
と
で
あ

る
。
内
容
に
つ
い
て
は
昨
年
、
横
浜
市
が

八
月
に
行
っ
た
も
の
を
基
本
と
し
て
い
る

よ
う
だ
（
地
震
、
洪
水
、
台
風
、
事
件
・

事
故
の
際
、
消
防
活
動
や
医
療
品
の
提
供
、

避
難
所
の
設
置
な
ど
を
行
い
、
災
害
情
報

伝
達
に
つ
い
て
手
引
書
の
策
定
な
ど
を
進

め
る
）
。

こ
の
よ
う
な
自
治
体
と
基
地
の
防
災
訓
練

が
次
々
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
良
い
こ

と
だ
と
思
う
が
、
こ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
市

民
向
け
だ
。
横
須
賀
基
地
の
場
合
は
基
地

従
業
員
向
け
の
訓
練
を
求
め
て
き
た
。
今

後
は
部
隊
単
位
で
も
是
非
や
っ
て
も
ら
い

た
い
。

◆
局

局
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
で
あ
る

人
事
部
は
避
難
訓
練
や
災
害
対
策
の
部
署

で
は
な
い
の
で
な
か
な
か
進
ま
な
い
現
状

が
あ
る
。

《
二
ペ
ー
ジ
へ
続
く
》
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全
駐
労
神
奈
川
地
区
本
部
執
行
部
の

団
体
交
渉
メ
ン
バ
ー
は
、
神
奈
川
県
下

で
生
じ
て
い
る
諸
問
題
に
対
し
て
、
六

月
二
五
日
に
合
同
庁
舎
共
用
会
議
室
に

お
い
て
、
南
関
東
防
衛
局
と
団
体
交
渉

を
行
っ
た
。

基
地
の
再
編
や
Ｄ
Ｏ
Ｌ
の
組
織
統
合
を
質
す

前
号
の
「
け
や

き
」
で
も
座
り
込

み
の
記
事
を
掲
載

し
た
が
、
沖
縄
の

Ａ
Ａ
Ｆ
Ｅ
Ｓ
で
の

本
年
の
六
月
期
の
高
齢
従
業
員

の
再
雇
用
に
際
し
、
週
三
十
時

間
勤
務
の
常
用
パ
ー
ト
の
導
入
を
強
行

し
、
「
フ
ル
タ
イ
ム
で
働
き
た
い
希
望

者
」
に
ま
っ
た
く
無
視
を
し
た
人
事
措

置
を
断
行
し
た
。
こ
れ
に
反
対
す
る
沖

縄
地
区
本
部
は
五
月
十
二
日
に
座
り
込

み
を
決
行
、
そ
の
後
の
組
合
、
日
本
政

府
の
要
請
を
一
顧
だ
に
せ
ず
パ
ー
ト
導

入
断
行
し
た
。

七
月
十
三
日
、
沖
縄
地
区
本
部
は
沖

縄
Ａ
Ａ
Ｆ
Ｅ
Ｓ
全
従
業
員
を
対
象
に
、

在
沖
米
軍
基
地
で
第
一
波
二
四
時
間
ス

ト
ラ
イ
キ
を
決
行
し
、
十
五
ヵ
所
の
ゲ
ー

ト
前
で
ピ
ケ
を
張
り
、
キ
ャ
ン
プ
瑞
慶

覧
の
司
令
部
前
に
は
全
国
各
地
区
本
部

か
ら
の
応
援
も
含
め
ス
ト
賛
同
者
は
約

七
百
名
を
超
え
た
。

神
奈
川
地
区
本
部
の
要
請
に
よ
り
さ

が
み
野
支
部
か
ら
も
斉
藤
副
書
記
長
、

中
村
執
行
委
員
の
二
名
を
派
遣
し
、
沖

縄
で
の
闘
争
行
動
に
参
加
し
、
仲
間
の

連
帯
に
応
え
た
。

沖
縄
で

24
時
間
ス
ト
ラ
イ
キ
決
行

南関東防衛局・団体交渉

沖縄ＡＡＦＥＳ再雇用問題

私たちの駐留軍職場は毎年２０名近くの現役職員が亡くなり、一

般に比較して死亡率が高い職場です。全駐労たすけあい共済「まも

るくん」は一般の保険と異なり、万一の時の本当に必要な額の補償

ですので掛け金も安価となり、日々の生活に負担をかけることなく

安心を手に入れることができるのです。

申込締切８月末

◎たすけあい共済「まもるくん」

① 公的遺族年金の補完として、月々のわたって支給

② 余剰金が生じた場合は配当金を還付

③ コースの見直しが1年ごとに可能

④ 配偶者も加入できる

◎退職後継続コース

①退職後も７０歳まで継続

②保険料は７０歳まで変わらず

◎長期休暇所得サポートコース

①退職を余儀なくしても６０歳まで給付保障

②自宅療養中も給付が受けられる（医師の指示による）

③精神疾患の休職も給付
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今
年
度
二
回
目
の
と
な
る
支
部
委
員

会
が
七
月
十
二
日
、
サ
ニ
ー
プ
レ
イ
ス

座
間
に
お
い
て
、
支
部
委
員
二
四
名

（
委
任
五
名
）
の
参
加
で
行
わ
れ
、
中

央
本
部
、
地
区
本
部
、
支
部
関
係
の
各

報
告
の
あ
と
に
、
議
案
が
審
議
さ
れ
た
。

議

題

一
号
議
案
・
選
挙
管
理
委
員
の
選
出
に

つ
い
て

（
敬
称
略
）

座
間
：
田
辺
真
輝
、
青
木
健
一

相
模
：
佐
々
木
淳
、
菅
沼
範
雄

厚
木
：
稲
葉
光
昭

二
号
議
案
・
補
正
予
算
に
つ
い
て

昨
年
の
定
期
大
会
で
の
印
刷
費
、
並

び
冨
士
分
会
の
開
設
に
伴
い
コ
ピ
ー
機

等
の
リ
ー
ス
導
入
に
掛
か
る
費
用
が
当

初
予
算
の
執
行
率
よ
り
高
い
こ
と
か
ら
、

予
備
費
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
を
繰
り
入
れ
る
。

三
号
議
案
・
当
面
の
日
程
に
つ
い
て

以
上
が
承
認
さ
れ
た
。

そ
の
他
委
員
か
ら
の
質
問
で
は
、

Ｑ
①
人
事
院
勧
告
の
差
額
調
整
が
遅
れ

て
い
る
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
？

Ａ:

毎
回
機
関
紙
に
掲
載
し
て
い
る
よ
う

に
人
勧
は
同
時
実
施
が
ス
タ
ン
ス
な
の

で
、
調
整
額
が
大
き
く
な
ら
な
い
う
ち

に
解
決
す
べ
き
だ
が
、
今
だ
米
軍
が
難

色
を
示
し
て
い

る
。

こ
の
あ
と
日
米

で
合
意
さ
れ
て

今
年
度
の
人
勧

（
八
月
に
勧
告
）

と
ダ
ブ
ル
に
な

る
よ
う
な
ら
、

調
整
方
法
を
変

え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

Ｑ
②
相
模
診
療

所
で
、
外
の
病

院
で
診
療
し
た
処
方
箋
で
薬
剤
が
も
ら

え
な
く
な
っ
た
の
は
な
ぜ
か
？

Ａ:

四
月
に
医
師
が
変
わ
り
診
療
ス
タ
ン

ス
も
変
わ
っ
た
。

薬
剤
師
を
配
置
し
て
い
な
い
の
で
、
薬

剤
の
投
薬
は
医
師
が
責
任
を
持
た
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
自
分
の
診
察
で
処
方
し

な
か
っ
た
処
置
に
つ
い
て
は
責
任
が
取

れ
な
い
為
、
断
っ
て
い
る
。

③
職
場
の
配
布
物
は
内
容
な
ど
を
考
慮

し
て
ほ
し
い
。

④
座
間
で
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
の
申
し
込
み
書

が
配
布
さ
れ
な
か
っ
た
。

Ａ:

ご
指
摘
の
通
り
配
慮
が
足
り
な
か
っ

た
こ
と
を
お
詫
び
し
ま
す
。

七
月
十
四
日
、
横
浜
の
全
水
道
会
館

に
お
い
て
横
須
賀
、
厚
木
、
さ
が
み
野

支
部
（
六
名
）
の
地
区
本
部
委
員
二
七

名
と
地
本
執
行
委
員
の
出
席
で
開
催
さ

れ
た
。

内
容
等
の
報
告
に
つ
い
て
は
、
こ
の

後
で
配
布
さ
れ
る
「
神
地
本
」
ニ
ュ
ー

ス
を
参
照

第
二
回
中
央
委
員
会
と
本
部
討
論
集

会
が
、
六
月
三
十
日
に
沖
縄
県
青
年
会

館
に
お
い
て
行
わ
れ
た
。

さ
が
み
野
支
部
か
ら
は
七
名
の
中
央

委
員
と
中
央
執
行
部
の
三
名
が
参
加
し

た
。中

央
委
員
会
と
討
論
集
会
の
内
容
に

つ
い
て
は
、
七
月
中
旬
に
発
行
さ
れ
る

「
全
駐
労
・
七
三
三
号
」
を
参
照
の
こ

と
。

《
一
ペ
ー
ジ
か
ら
続
き
》

◇
組
合

軍
の
運
用
に
口
が
出
せ
な
い

と
い
う
こ
と
で
、
非
常
に
消
極
的
な
発

言
が
多
く
残
念
だ
。

日
本
政
府
・
防
衛
省
が
従
業
員
を
雇
っ

て
基
地
に
派
遣
し
て
い
る
。
そ
こ
で
の

災
害
時
の
従
業
員
の
安
全
に
つ
い
て
注

文
・
提
案
が
で
き
な
い
と
い
う
の
は
お

か
し
い
。

現
在
は
危
険
に
対
し
て
、
す
べ
て
自
己

判
断
・
自
己
責
任
に
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
で
は
派
遣
し
て
い
る
従
業
員
の
身
の

安
全
は
保
た
れ
な
い
。
も
う
少
し
雇
用

主
の
自
覚
と
責
任
と
い
う
観
点
か
ら
、

少
し
で
も
前
進
さ
せ
て
欲
し
い
。

◎

米
陸
軍
Ｄ
Ｏ
Ｌ
が
Ａ
Ｍ
Ｃ
へ
編
入
さ

れ
る
件
に
つ
い
て

◆
局

本
年
十
月
に
第
二
段
階
の
総
務
・

事
務
系
統
の
移
行
が
行
わ
れ
る
予
定
だ

が
、
従
業
員
の
勤
務
場
所
、
等
級
、
業

務
内
容
が
変
更
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、

今
と
変
わ
ら
な
い
状
態
で
Ａ
Ｍ
Ｃ
へ
移

行
す
る
こ
と
と
な
る
。

今
後
も
労
務
管
理
は
引
き
続
き
Ｊ
Ｅ
Ｓ

Ｏ
が
担
当
す
る
こ
と
と
な
る
。

◇
組
合

今
回
の
編
入
は
座
間
だ
け
の

事
で
は
な
く
全
国
に
及
ぶ
話
で
あ
る
。

Ｄ
Ｏ
Ｌ
は
在
日
米
陸
軍
の
後
方
支
援
局

と
し
て
座
間
の
他
に
相
模
、
横
浜
ノ
ー

ス
ド
ッ
ク
、
呉
、
沖
縄
に
も
従
業
員
が

い
る
。
数
百
名
の
従
業
員
の
指
揮
系
統

が
日
本
か
ら
韓
国
へ
移
る
こ
と
に
な
る
。

韓
国
は
軍
に
よ
る
直
接
雇
用
な
の
で
、

そ
れ
と
同
じ
感
覚
で
上
か
ら
指
示
が
下

り
て
く
る
の
で
あ
れ
ば
混
乱
が
起
こ
り

不
安
で
あ
る
。

今
後
も
対
象
従
業
員
が
基
本
労
務
契
約

に
則
っ
た
形
で
人
事
・
労
務
管
理
が
継

続
さ
れ
る
よ
う
に
、
雇
用
主
と
し
て
監

視
、
指
導
し
て
も
ら
い
た
い
。

◎
成
人
病
予
防
検
診
と
婦
人
ガ
ン
検
診

に
つ
い
て

◇
組
合

今
年
の
定
期
健
康
診
断
と
成

人
病
予
防
検
診
の
同
時
・
同
場
所
開
催

の
件
は
ど
う
な
っ
た
の
か
？

ま
た
、
婦
人
ガ
ン
検
診
も
利
用
し
づ
ら

い
と
い
う
声
が
あ
る
の
で
、
改
善
を
お

願
い
し
た
い
。

◆
局

前
段
の
件
に
つ
い
て
は
（
横
須

賀
・
座
間
と
も
）
同
じ
時
期
、
同
じ
場

所
で
実
施
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
る
。

後
段
の
件
は
七
月
に
入
札
を
す
る
予
定

だ
が
、
可
能
な
範
囲
で
皆
さ
ん
の
要
望

に
で
き
る
だ
け
応
え
て
ま
い
り
た
い
。

六
月
の
座
間
分
会
で
の
座
談
会
に
続

き
、
七
月
は
相
模
分
会
で
開
催
し
ま
し

た
。座

談
会
で
は
、
参
加

者
が
組
合
に
加
入
し
た

経
緯
や
、
今
後
の
青
年

女
性
部
、
組
合
に
対
し

て
の
要
望
や
全
国
の
仲

間
が
抱
え
て
い
る
問
題

等
に
関
し
活
発
な
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
、
こ
の
よ
う
な

会
を
開
い
た
の
も
青
年

女
性
部
、
特
に
青
年
層

の
運
営
委
員
や
組
合
関

連
行
事
に
参
加
す
る
方

が
少
な
い
為
、
今
後
私

達
が
退
職
す
る
ま
で
約

三
十
年
あ
る
間
に
、
色
々

と
雇
用
に
関
わ
る
問
題
、

例
え
ば
米
軍
再
編
等
に
関
わ
る
配
置
展

開
や
職
場
問
題
が
発
生
し
た
場
合
に
、

少
し
で
も
心
の
通
う
仲
間
を
増
や
し
、

一
致
団
結
出
来
る
よ
う
何
か
し
な
い
と

い
け
な
い
と
い
う
事
で
、
開
催
致
し
ま

し
た
。

今
後
一
緒
に
私
達
自
分

の
雇
用
を
守
る
ん
だ
と

言
う
仲
間
に
出
会
え
て
、

心
か
ら
感
謝
致
し
ま
す
。

次
回
来
月
の
八
月
六

日
（
月
曜
日
）
十
七
時

半
よ
り
座
間
分
会
に
て
、

今
期
最
後
の
座
談
会
を

開
き
ま
す
の
で
、
皆
様

の
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

皆
で
集
ま
り
、
軽
い
気

持
ち
で
組
合
に
対
し
自

分
の
思
っ
て
い
る
事
や

聞
き
た
い
事
、
職
場
で

悩
ん
で
い
る
事
や
相
談

し
た
い
事
等
、
率
直
な

意
見
交
換
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
の

で
是
非
参
加
の
程
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

部
長
・
呉
屋
秀
明

第
二
回
・
支
部
委
員
会

駐健保では皆さんの健康づくり、体力づくりを目的と

して毎月ウォーキング・ハイキングを実施しています。

天時確認ダイヤル090－4622－0451

実施日 ：８月2５日（土）

ツアー名：横浜ナイトウォーキング

集合場所：横浜東口・中央郵便局前

出発時間：17：００

駐健保

ウォーキング＆ハイキングのお知らせ

第
二
回
・
中
央
委
員
会

各
委
員
会
の
報
告

第
二
回
・
地
区
本
部
委
員
会

青年女性部・懇談会


